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新
年
を
迎
え
て

米
子
市
議
会
議
長

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い

平
成
22
年
の
新
春
を
健
や
か
に
お

迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。
平
素
よ
り
議
会
活
動
並
び

に
市
政
運
営
に
対
し
ま
し
て
温
か

い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
衷

心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「
新
た
な
米
子
の

発
展
を
目
指
し
て
」

米
子
市
長

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
新
し
い
年

が
明
る
く
希
望
に
満
ち
た
年
と
な
り

ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
あ

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
日
本
は
、
100
年
に
１

度
と
言
わ
れ
る
世
界
的
な
金
融
危
機

の
影
響
を
受
け
て
景
気
の
低
迷
が
続

い
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
は
、
国
政

選
挙
の
結
果
政
権
交
代
が
行
わ
れ
、

私
た
ち
の
地
方
を
取
り
巻
く
環
境
も

　

本
年
も
、
米
子
市
の
さ
ら
な
る

発
展
の
た
め
に
、
旧
年
に
倍
す
る

ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
国
内
に

お
い
て
は
、
政
権
交
代
に
よ
る
先

行
き
不
透
明
な
政
局
、
引
き
続
く

経
済
の
危
機
的
状
況
、
ま
た
残
忍

な
凶
悪
犯
罪
や
一
般
人
が
巻
き
込

ま
れ
る
痛
ま
し
い
事
件
・
事
故
の

多
発
な
ど
、
ま
た
国
外
に
お
い
て

も
、
ソ
マ
リ
ア
周
辺
海
域
に
お
け

大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
お
り
ま
す

が
、
今
後
も
国
の
動
向
を
注
視
し
な

が
ら
的
確
に
対
処
し
、
市
民
の
立
場

と
視
点
に
立
っ
て
施
策
を
展
開
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
米
子

空
港
滑
走
路
の
２
５
０
０
メ
ー
ト
ル

化
が
完
成
し
、
飛
行
機
の
安
定
就
航

や
更
な
る
国
際
化
に
向
け
て
大
き
な

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ロ
シ
ア
の
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
、
韓

国
の
東ト

ン

海ヘ

と
境
港
を
結
ぶ
Ｄ
Ｂ
Ｓ
ク

ル
ー
ズ
フ
ェ
リ
ー
が
就
航
し
た
こ
と

に
よ
り
韓
国
か
ら
の
ツ
ア
ー
客
が
増

え
た
こ
と
か
ら
、
中
海
市
長
会
で
連

携
し
て
そ
の
対
応
を
協
議
、
さ
ら
に

中
海
を
囲
む
４
市
１
町
で
「
中
海
圏

域
に
お
け
る
定
住
自
立
圏
の
形
成
に

関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
医
療
や
福

る
海
賊
の
出
没
や
北
朝
鮮
に
よ
る

ミ
サ
イ
ル
発
射
、
現
在
で
も
世
界

中
に
猛
威
を
ふ
る
っ
て
い
る
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
な
ど
、

国
内
外
と
も
に
非
常
に
不
安
定
な

一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
地
方
自
治
体

は
、
少
子
・
高
齢
化
、
高
度
情
報

化
の
流
れ
の
中
で
、
急
速
に
変
化

し
、
住
民
ニ
ー
ズ
も
多
種
多
様
化

し
て
お
り
、
そ
れ
に
対
応
し
た
自

主
的
・
合
理
的
な
行
財
政
運
営
が

求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

祉
、
教
育
な
ど
の
分
野
で
22
項
目
の

連
携
事
業
を
進
め
て
行
く
こ
と
が
決

ま
る
な
ど
圏
域
の
連
携
に
よ
り
環
日

本
海
時
代
の
中
核
圏
域
づ
く
り
に
大

き
く
踏
み
出
し
た
年
で
も
あ
り
ま
し

た
。ま
た
、米
子
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
事
業
が
平
成
22
年
度
末
の
完
成
を

目
指
し
て
着
手
さ
れ
、「
中
心
市
街

地
活
性
化
基
本
計
画
」に
基
づ
く「
法

勝
寺
町
商
業
環
境
整
備
事
業
」や「
四

日
市
町
大
型
店
舗
再
活
用
事
業
」
等

の
取
り
組
み
、
さ
ら
に
は
、
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
「
自
治

基
本
条
例
」
の
策
定
に
向
け
て
の
取

り
組
み
が
始
ま
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
動
き
だ
し
た
年

で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
図
書
館
・
美
術
館
整
備

や
歩
道
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
着
手

分
権
時
代
の
行
政
に
お
い
て
は
、

市
民
の
皆
様
と
協
働
し
て
、
地
域

の
特
色
を
生
か
し
た
活
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
行
う
必
要
が
あ
る
と

認
識
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

皆
様
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
、
議

員
一
丸
と
な
っ
て
積
極
的
な
議
員

活
動
を
展
開
し
、
議
会
機
能
の
充

実
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
今
ま

で
以
上
に
議
会
の
活
性
化
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
と
決
意
を
新
た
に

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

す
る
な
ど
本
市
と
い
た
し
ま
し
て
も

中
心
市
街
地
活
性
化
計
画
を
推
進
す

る
と
と
も
に
永
年
の
懸
案
で
あ
り
ま

す
市
道
安
倍
三
柳
線
改
良
事
業
の
再

開
に
向
け
て
一
歩
を
踏
み
出
す
計
画

で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き

小
中
学
校
・
保
育
園
の
耐
震
化
に
重

点
的
に
取
組
み
、
耐
震
度
の
低
い
施

設
に
つ
い
て
は
、
平
成
22
年
度
ま
で

に
耐
震
化
を
完
了
さ
せ
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
平
成
22
年
度
か
ら
平
成
26

年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
「
第

２
次
行
財
政
改
革
大
綱
」
の
作
成
、

平
成
18
年
度
か
ら
平
成
27
年
ま
で
を

計
画
期
間
と
す
る
「
新
米
子
市
総
合

計
画
」
の
見
直
し
を
行
う
重
要
な
年

に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
ま
で
推
し
進
め
て
ま
い
り
ま
し

の
ま
ち
づ
く
り
に
は
市
民
の
皆
様

の
積
極
的
な
参
画
が
大
切
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
住
み
や
す

い
米
子
の
ま
ち
づ
く
り
を
皆
様
と

と
も
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

積
極
的
な
ご
参
画
、
ご
支
援
を
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
本
年
が
市
民

の
皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
年

に
な
り
ま
す
よ
う
、
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

た
行
財
政
改
革
路
線
を
さ
ら
に
推
し

進
め
、
持
続
可
能
な
財
政
基
盤
の
上

に
立
つ
計
画
的
な
行
財
政
運
営
に
向

け
て
全
精
力
を
傾
け
て
取
り
組
ん
で

ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、

豊
か
な
自
然
を
享
受
し
な
が
ら
働
く

場
が
あ
っ
て
、
希
望
と
誇
り
を
持
っ

て
充
実
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
「
生
活
充
実
都
市
・
米
子
」
の

実
現
を
目
指
し
て
市
民
の
皆
様
と
協

働
し
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
ご
理
解
ご
協
力
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て

良
い
お
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。



■定住自立圏構想　米子市と松江市が「共同中心市宣言」、 
「中海圏域の定住自立圏の形成に関する協定」を締結

（４月、10月）
４月30日、米子市と松江市は定住自立圏構想の「共同中心
市宣言」を公表し、米子市、松江市、境港市、安来市、東
出雲町を圏域とする定住自立圏の中心市として、環日本海
時代における中海圏域の形成をめざすことを宣言しました。
また、10月７日には、４市１町で、中海圏域の定住自立圏
の形成協定の調印式が行なわれました。今後、救急医療等
を担う病院への診療機能強化支援、圏域の観光振興、学校
給食に圏域の特産食材を用いたメニューの導入など、22事
業に取り組んでいく予定です。

■「米子市交通バリアフリー基本構想」を策定（２月）
米子市の将来像である「生活充実都市・米子」の実現に向け、
JR米子駅周辺の地区を重点整備地区とし、「だれもが安心
していつでも自由に出かけられる安全で快適なまちづくり」
を基本理念とした「米子市交通バリアフリー基本構想」を
策定しました。

■米子市が舞台の映画「銀色の雨」の上映開始（10月）
米子市街地や淀江などで撮影された映画「銀色の雨」が、
上映されました ｡ ロケセットを再現し、写真パネルや撮影
グッズを展示するロケーションプラザをオープンし、また、
ロケ地マップの作成、ロケ地を下町ガイドに取り入れるな
ど米子市の魅力をＰＲしていくこととしています ｡

■大橋川改修事業について、米子市「同意回答」（12月）
松江市中心部を流れる大橋川の改修事業について、12 月
11 日、米子市は鳥取県に対して、４項目の附帯意見とと
もに、事業着手同意を文書で回答しました。附帯意見には、
中海で新たに水質改善策が必要になった場合、大海崎堤防
の開削を選択肢の一つとして検討する事を求めたほか、関
係する国・県・市・町で農地の内水対策を検討する協議会
の設置要望等を明記しています。

■子育て支援24時間電話・インターネット情報サービスの開始
（10月）

妊産婦と乳幼児の健康に関することや、乳幼児の事故防止・
応急手当などに関することを、電話による自動音声とイン
ターネットで 24時間行なうサービスを開始しました。

「広報よなご 12月号」P21【みんなの健康】、「米子市ホー
ムページ」の【けんこうガイド】でご覧いただけます。

■DBSクルーズの就航（６月）
境港・東

ト ン ヘ

海・ウラジオストクを結ぶ定期貨客船が就航しま
した。今後、米子市を含む中海圏域の、環日本海における
物流・観光面の交流の推進が期待されています。

■伯耆、大山両町の一部地域の可燃ごみの暫定搬入に伴う
覚書調印式が行なわれる（11月）
施設の老朽化により可燃ごみの処理が出来なくなる伯耆、
大山両町の一部地域の可燃ごみを、５年間、暫定的に「米
子市クリーンセンター」で受け入れることになりました。

■「米子市中心市街地活性化基本計画」が本格始動
経済産業省の支援を受けた事業が始
まりました。
法勝寺町のアーケード撤去でイメー
ジ一新、三連蔵ショップ＆ギャラリー
など。

■米子空港滑走路2,500m 化・空港連絡橋完成（10～12月）
米子空港 2,500メートル滑走路の供
用が開始されました。
冬場の安定就航や、航空機の航続距離
が伸びたことで、これまでは直接行く
ことのできなかった地域にも直接航
空便が就航できるようになります。

■米子市長選挙・米子市議会議員補欠選挙の実施（４月）
４月19日に、米子市長選挙・米子市議会議員補欠選挙が行
なわれました。

■猛威　新型インフルエンザ　市内でもまん延（７月～）
昨年発生した新型インフルエンザは全国に広がり、市内で
も学校・学年・学級閉鎖が相次ぎました。

■「米子市民自治基本条例」制定へ向けて（よなご市民自治
まつり」を開催　９月）
公募の市民24名による米子市民自治基本条例検討委員会が、
条例の素案づくりのために多くの市民から意見を聴いた結
果など、主体的に行なったこれまでの活動の中間報告をし
ました。

■プレミアム商品券「がいな米子商品券」の発行（４月）
地域経済の活性化、生活者支援の
ため、４月に 20％のプレミアムを
付けた約５億円分の商品券「がい
な米子商品券」を発行しました。

■福祉の店が市役所（市民コーナー）に開店（８月）
市役所１階ロビーに「福祉の店 
おおぞら」がオープン。障がい
のある方々が、福祉施設や作業
所などで製作されたさまざまな
手作り品を販売しています。

■米子市特産品などを贈呈します…
「ふるさと納税」記念品贈呈始まる（５月）

「ふるさと納税」をされた方に、「ふ
るさと納税」記念品として米子市
特産品などを贈呈しました。この
特産品は、地元企業のご協力によ
るものです。平成21年12月10日
現在で、629件、約1,340万円で
県内一の件数です。



　

12
月
号
で
は
、「
行
財
政
改

革
大
綱
・
実
施
計
画
」
に
お

け
る
平
成
17
年
度
か
ら
平
成

21
年
度
ま
で
の
５
年
間
の
行

財
政
改
革
の
取
組
み
と
し
て
、

主
に「
財
政
効
果
額
の
状
況
」、

「
人
件
費
の
削
減
」、「
事
務
事

業
の
見
直
し
」
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
も
、
引
き
続
き

５
年
間
の
行
財
政
改
革
の
取

組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま

す
。

◆
特
別
会
計
・
土
地
利
用

　

平
成
18
年
度
か
ら
、
流
通
業

務
団
地
に
つ
い
て
の
規
制
緩
和

を
実
施
し
、
平
成
20
年
度
末
の

企
業
進
出
率
は
77
％
と
な
り
ま

し
た
。

　

平
成
19
年
度
に
は
、
米
子
が

い
な
タ
ウ
ン
（
崎
津
ア
ミ
ュ
ー

ズ
メ
ン
ト
施
設
用
地
）
に
つ
い

て
、
国
の
施
策
を
活
用
し
、
土

地
開
発
公
社
へ
の
資
金
無
利
子

貸
付
を
行
な
い
、
同
用
地
の
簿

価
額
の
凍
結
を
図
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
下
水
道
事
業
、
流

通
業
務
団
地
整
備
事
業
な
ど
の

一
部
の
特
別
会
計
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
経
営
改
善
努
力
を
行

な
う
と
と
も
に
、
米
子
が
い
な

タ
ウ
ン
や
流
通
業
務
団
地
の
利

用
促
進
な
ど
、
従
来
か
ら
の
懸

案
課
題
の
解
決
を
図
っ
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆
公
債
費
の
管
理

　

市
民
の
将
来
世
代
へ
の
負
担

軽
減
を
図
る
た
め
、
毎
年
の
市

債
（
市
の
借
金
）
の
発
行
額
を

毎
年
の
元
金
償
還
額
以
下
と
す

る
よ
う
、
抑
制
を
図
り
ま
し
た
。

　

表
１
に
示
す
と
お
り
、
過
去

に
発
行
し
た
大
規
模
な
投
資
的

事
業
（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建

設
等
）
に
伴
う
市
債
の
元
金
償

還
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
新
た

な
市
債
発
行
は
最
小
限
に
抑
え

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
表
２
に
示
す

と
お
り
、
平
成
16
年
度
の
市
債

未
償
還
残
高
（
普
通
会
計
建
設

債
）
約
639
億
円
に
対
し
て
、
平

成
20
年
度
の
同
残
高
は
約
539
億

円
と
な
り
、
100
億
円
の
低
減
を

図
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
投
資
的
事
業
の
精
査

を
行
な
い
、
新
た
な
市
債
発
行

を
抑
制
す
る
こ
と
で
、
更
な
る

市
債
未
償
還
残
高
の
低
減
を
進

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆
受
益
者
負
担
の
見
直
し

　

平
成
19
年
度
に
、
下
水
道
使

用
料
や
各
種
施
設
使
用
料
、
各

種
交
付
手
数
料
を
中
心
と
し
た

使
用
料
・
手
数
料
の
見
直
し
を

行
な
い
ま
し
た
。

　

ま
た
同
年
度
に
は
、
家
庭
ご

み
処
理
の
有
料
化
、
高
齢
者
の

無
料
入
浴
サ
ー
ビ
ス
の
有
料
化
、

循
環
バ
ス
運
賃
の
引
き
上
げ
な

行
財
政
改
革
を
推
進
し
て
い
ま
す

―
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
の
成
果
―



ど
、
各
種
の
受
益
者
負
担
の
見

直
し
も
行
な
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
見
直
し
に
よ
る
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
伴
う

財
政
効
果
額
は
、
５
年
間
で
約

15
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
歳
入
の
確
保

▼
税
・
料
等
の
収
納
対
策

　

市
税
等
の
徴
収
率
の
向
上
を

図
る
た
め
、
平
成
17
年
度
に
市

税
等
滞
納
整
理
対
策
本
部
（
市

長
が
本
部
長
）
を
設
置
し
、
徴

収
率
の
目
標
設
定
や
徴
収
体
制

の
強
化
、
管
理
職
に
よ
る
滞
納

対
策
の
実
施
な
ど
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
21
年
度
に
は
収

税
課
に
「
税
外
債
権
収
納
対
策

支
援
チ
ー
ム
」
を
設
置
し
て
、

税
以
外
の
各
収
納
担
当
課
の
収

納
支
援
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
よ
り
、
表
３
、
表

４
に
示
す
と
お
り
、
市
税
を
中

心
に
徴
収
率
や
滞
納
繰
越
額
の

改
善
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
有
料
広
告
・
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ

イ
ツ
の
推
進

　

平
成
17
年
度
以
降
に
、
各
種

発
送
用
封
筒
や
ご
み
分
別
収
集

カ
レ
ン
ダ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
へ
の
広
告
掲
載
を
推
進

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
20
年
度
に
は
、

公
の
施
設
（
東
山
運
動
公
園
と

美
術
館
・
図
書
館
・
憩
の
道
エ

財政効果額の考え方　仮に行財政改革
を実施しなかった場合と実施後の比較に
よって算出した額です。具体的には、平
成16年度決算額と平成17年度から平成
21年度までの各年度の実施後の額を比
較算出し、５年間分を累計しています。
税外債権　国民健康保険料、保育料、
下水道使用料などの税以外の収納金

リ
ア
）
に
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

（
命
名
権
）
を
導
入
し
ま
し
た
。

◆
市
民
参
画
の
し
く
み
づ
く
り

　

平
成
19
年
７
月
に
「
米
子
市

市
民
参
画
・
協
働
推
進
計
画
」

を
策
定
し
、
審
議
会
・
委
員
会

で
の
公
募
委
員
の
導
入
推
進
や

市
民
意
見
公
募
手
続
（
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
）
の
充
実
、
自
治

基
本
条
例
の
制
定
な
ど
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
度
以
降
に
お
い
て
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
制
度

化
や
審
議
会
・
委
員
会
等
の
委

員
公
募
制
の
推
進
、
市
民
活
動

支
援
公
募
型
補
助
金
制
度
の
創

設
、
米
子
市
民
自
治
基
本
条
例

（
仮
称
）
の
制
定
に
向
け
た
取
り

組
み
な
ど
、
市
民
参
画
の
し
く

み
づ
く
り
に
向
け
た
各
種
の
施

策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

◆
ま
と
め

　

12
月
号
、
今
月
号
で
、
平
成

17
年
度
か
ら
平
成
21
年
度
ま
で

の
５
年
間
に
お
け
る
、
行
財
政

改
革
の
取
組
み
の
成
果
の
概
要

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
の
取
組
み
に
よ
っ
て
、

平
成
17
年
度
時
に
見
込
ん
だ
収

支
不
足
額
は
解
消
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
国
の
三
位

一
体
の
改
革
や
平
成
20
年
秋
か

ら
の
世
界
的
な
景
気
動
向
の
変

化
は
、
本
市
の
財
政
運
営
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

基
金
の
枯
渇
状
況
は
改
善
さ

れ
て
お
ら
ず
、
本
市
の
財
政
は

依
然
と
し
て
厳
し
い
環
境
に
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
限
ら
れ
た
財
源

や
資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
な

が
ら
、
社
会
経
済
環
境
の
変
化

に
適
切
に
対
応
し
、
持
続
可
能

な
行
財
政
基
盤
の
確
立
と
ま
ち

づ
く
り
の
両
立
に
向
け
て
、
更

な
る
行
財
政
改
革
を
推
進
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
現
在
、
平
成
22

年
度
～
平
成
26
年
度
の
５
年
間

に
お
け
る
行
財
政
改
革
大
綱
と

そ
の
実
施
計
画
の
策
定
作
業
を

行
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
絶
え

間
な
く
行
財
政
改
革
を
推
進
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

行
政
経
営
課

（
☎
23
―
５
３
０
６
）



■問い合わせ　市民税課（２３－５１１４）

＊１　租税特別措置法８条の５に規定する配当所得

※いずれも土、日、祝日を除きます。
※淀江支所での相談は混雑が予想されますので、なるべく米子
コンベンションセンターにお出かけください。
■問い合わせ　市民税課市民税係（☎２３－５１１４）
　　　　　　　米子税務署（☎３２－４１２１）

［市役所淀江支所（２階大会議室）］

●年金所得と給与所得だけの申告相談日

　 ▼２月８日（月）～ 10日（水）

●農業所得等、事業所得の申告相談日
　（地区ごとに相談日を決めています。）
　 ▼淀 江 地 区…２月12日（金）～ 17日（水）
　 ▼大 和 地 区…２月18日（木）～ 22日（月）
　 ▼宇田川地区…２月23日（火）～ 26日（金）
■受付時間　午前９時～11時、午後１時～４時

［米子コンベンションセンター（２階国際会議場）］
米子税務署との合同相談です。

▼２月10日（水）～３月15日（月）■受付時間…午前９時～午後４時

住民税の住宅ローン控除が新しくなりました
平成22年度から住民税の住宅借入金等特別税額控除（住宅ローン控除）が変わります。
■対象となる方　所得税で住宅ローン控除を受け、所得税から控除しきれない住宅ローン控除可能額（特定増改築等に係る
住宅ローン控除を除く）のある方で、次の年に入居された方

▼平成11年から平成18年までに入居された方　従来は、住民税用の税額控除申告書の提出が必要でしたが、平成22年度（平
成21年分）以降は原則として市への申告が不要となります。

▼平成21年から平成25年までに入居された方
■控除額　次の①と②のいずれか小さい額
①所得税の住宅ローン控除可能額のうち所得税において控除しきれなかった額
②所得税の課税総所得金額等の５％（97,500円を上限）
■手続き　年末調整や確定申告書での所得税における税額控除額（住宅ローン控除の記載内容）で計算しますので、市への申
告は不要です。
※事業所から提出される給与支払報告書や確定申告書に住宅借入金等特別控除可能額や居住開始年月日等の記載がない場
合、住民税の住宅ローン控除の対象にならない場合がありますのでご注意ください。

上場株式等の配当所得に係る申告分離制度が創設されました
平成21年１月１日以後に支払いを受ける上場株式等の配当所得について、申告分離課税を選択することができるようになり
ました。
※申告分離課税の選択は、申告する上場株式等の配当所得の全額についてする必要があります。なお、申告をしないことを
選択できる上場株式等の配当所得＊１( 所得税７％・住民税３％を源泉徴収されているもの )を申告された場合は、後期高齢
者医療、国民健康保険、介護保険の保険料を算定する上での所得に含まれ、保険料の額に影響します。

申告分離課税を選択した場合
①軽減税率が適用されます　②上場株式等の譲渡損失と損益通算することができます　③配当控除は受けられません

上場株式等の配当所得（平成21年から平成23年までの間に支払いを受けるもの）
申告をする 申告をしない

(確定申告不要制度）総合課税を選択 申告分離課税を選択
税率 (所得税 ) 住民税10％(所得税 : 累進税率 ) 住民税３％ (所得税 : ７％ ) 住民税３％ (所得税 : ７％ )

配当控除 あり なし なし

上場株式等の譲渡損失との損益通算 なし あり なし



減価償却費の計算が変わります
機械及び装置を中心に、実態に即した使用年数を基に資産区分が整理されるとともに、法定耐用年数の見直しが行なわれま
した。くわしくは米子税務署（☎３２－４１２１）にお問い合わせください。
※例として、農業用の機械及び装置の減価償却資産については、農林業用減価償却資産の耐用年数表（別表第七）が廃止され、
耐用年数表に「農業用設備」が設けられ、耐用年数は７年に改正されました。償却率は定額法（平成19年４月１日以後取得）
の場合は 0.143、旧定額法（平成19年３月31日以前取得）の場合 0.142 となります。

◆減価償却費の計算式（定額法・旧定額法）
　①平成19年４月１日以後に取得した減価償却資産（定額法）
　　償却費の額＝取得価格×定額法の償却率（最後に１円を残す）
　　※年の中途で事業の用に供した場合などには、「本年中の事業に使用していた月数／12」を乗じます。
　②平成19年３月31日以前に取得した減価償却資産（旧定額法）

　 ▼償却可能限度額（取得価格の 95％相当額）に達するまで
　　償却費の額＝（取得価格×90％）×旧定額法の償却率
　　※年の中途で事業の用に供した場合などには、「本年中の事業に使用していた月数／12」を乗じます。

　 ▼償却可能限度額に達した翌年から
　　５年間で均等償却（最後に１円を残す）します。
　　償却費の額＝（取得価格－取得価格の 95％相当額－１円）÷５

農業用償却資産
種 類 用途・構造 細 目（主なもの） 旧耐用年数（年）新耐用年数（年）

農機具

トラクター 乗用型 ８ ７
耕うん整地用機具 プラウ、ロータリー、うねたて機、ハロー ５ ７
栽培管理用機具 田植機、育苗機、は種機、スプリンクラー ５ ７
防除用機具 散粉機、噴霧機、スピードスプレーヤ ５ ７

穀類収穫調製用機具
自脱型コンバイン、バインダー ５ ７
脱穀機、もみすり機、穀物乾燥機 ８ ７

運搬用機具 動力運搬車、モノレールカー ４ ７

その他
精米機 10 ７
草刈機 ５ ７

車 輛 一般用
軽トラック (軽自動車 ) ４ ４
普通トラック (ダンプ式 ) ４ ４
普通トラック (普通貨物自動車 ) ５ ５

計算例１　平成20年４月15日に田植機を100万円で購入し、事業割合が100％の場合（定額法）
　　　　　耐用年数：改正前５年（改正前償却率 0.200）改正後７年（改正後償却率：0.143）

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26
使 用 月 数 9/12 12/12 12/12 12/12 12/12 12/12 12/12
減価償却費 150,000 143,000 143,000 143,000 143,000 143,000 134,999
未償却残高 850,000 707,000 564,000 421,000 278,000 135,000 1

計算例２　平成17年７月にトラクターを 200万円で購入し、事業割合が 100％の場合（旧定額法）
　　　　　耐用年数：改正前８年（改正前償却率 0.125）改正後７年（改正後償却率：0.142）

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25
使 用 月 数 6/12 12/12 12/12 12/12 12/12 12/12 12/12 12/12 12/12
減価償却費 112,500 225,000 225,000 225,000 255,600 255,600 255,600 255,600 90,100
未償却残高 1,887,500 1,662,500 1,437,500 1,212,500 956,900 701,300 445,700 190,100 100,000

H26 H27 H28
12/12 12/12 12/12
20,000 20,000 20,000
80,000 60,000 40,000

改正前の償却率
（0.200）で償却

改正後の償却率
（0.143）で償却

改正前の償却率
（0.125）で償却

改正後の償却率
（0.142）で償却

償却可能
限度額
95％ま
で償却

５％を均等償却
（H30年に残存価格１円まで償却）

残存価格１円まで償却



　１月１日現在、米子市内で事業を行ない、償却資産（土地や家
屋以外の事業用資産）を所有されている方は、２月１日（月）ま
でに固定資産税課または淀江支所市民生活課に償却資産申告書
を提出してください。
　前年中に資産の異動がない場合、減価償却を終えている場合、
または廃業・休業された場合も申告が必要です。
◆主な業種ごとの償却資産の対象となるもの（例）
主な業種 償却資産の対象となるもの（例）

共通
パソコン、ルームエアコン、応接セット、レジス
ター、看板、ネオンサイン、簡易間仕切り、舗装
路面等

飲食店 接客用家具、厨房設備、カラオケセット等
医院・歯科医院 ベッド、手術台、Ｘ線装置、各種キャビネット等
工場 各種製造設備（旋盤、金型など）、受変電設備等
小売店 商品陳列ケース（冷凍・冷蔵機付を含む）等
建設業 ブルドーザー、ポンプ、ポータブル発電機等
理容業・美容業 理・美容椅子、洗面設備、サインポール等
不動産貸付業 門扉・塀・植林等の外構工事、駐車場等の舗装等
ホテル・旅館 客室備品、洗濯設備、厨房設備、ボイラー等

市では、償却資産所有者を対象に市の課税が適正かどうかの調
査を実施しています。申告をしている方だけでなく、未申告の
方にも実地調査を行なうことがありますのでご協力ください。

アパート経営をされている方も申告が必要です!!
◆アパート（共同住宅）、駐車場を経営されている個人
の方も事業用資産を申告していただく必要があります。
＜例＞　駐車場施設、舗装路面（アスファルト等）、フェ
ンス、自転車置場、外構工事、植栽・花壇、エアコン、
看板など
※上記のような資産をお持ちの方、新設をされた方、また
申告の相談をご希望の方は、至急お問い合わせください。

貸店舗に施した内装設備は借り手側（テナント）
の申告が必要です！
◆ビル・貸店舗を借り受けて事業をされている方（テナ
ント）が、ご自分の費用で内装工事、給排水・電気設備
等の工事を行った場合は、テナント側の償却資産として
申告していただく必要がありますのでご注意ください。
＜例＞
内装…天井、床、内部・外部仕上げ、建具、間仕切り、
その他工事
附帯設備…電気、ガス、給排水、衛生、空調、運搬設備、
その他設備

くわしくは、固定資産税課　家屋償却資産係（☎２３－５１１６、☎２３－５１１７）までお問い合わせください。

償却資産（固定資産税）の申告をお忘れなく！

保険年金課・長寿社会課からのお知らせ
配当所得及び特定株式等譲渡所得を

申告する場合はご注意ください
個人市・県民税において、申告しないことを選択でき
る上場株式等の配当所得及び特定株式等譲渡所得金額
に係る所得を申告した場合は、後期高齢者医療、国民
健康保険及び介護保険の保険料を算定する上での所得
に含まれ、保険料の額に影響します。
■問い合わせ  
　◆後期高齢者医療保険料・国民健康保険料…
　　保険年金課 （☎２３－５１２２）
　◆介護保険料…
　　長寿社会課（☎２３－５１３１）

よなごみ通信　広告主募集！
米子市のごみ情報誌「よなごみ通信第10号」（３月１
日発行予定）の広告主を募集します。
●募集期間　５日（火）～ 25日（月）
●配布時期　広報よなご３月号とあわせて配布します。
●作成部数　51,500 部
●掲載場所　全４ページ中、２ページ目と３ページ目
　　　　　　の下部（２枠募集）
●広告のサイズ　縦３センチ、横18センチ
●広告掲載料　１枠…23,000円
※広告の掲載基準などくわしくは「米子市ホームペー
ジ」に掲載しています。
■申込・問い合わせ　環境政策課（☎２３－５３００）

地デジの準備をお願いします！

地デジ説明会
これまで放送を続けてきたアナログ放送は平成23年７月24日
までに終了し、地上デジタル放送に完全移行します。
みなさんに地上デジタル放送を楽しんでいただくために、公民
館などで説明会を開催します。お近くの会場にお越しください。
入場は無料です。事前申込の必要はありません。定員になりま
したら、受付を締め切らせていただきます。

会 場 定員 実施日 開始時刻
五 千 石 公 民 館 60 １月７日（木）

午前11時から
と、午後２時
から行ないま
す。
説明会は１時
間程度です。

福 生 西 公 民 館 60 １月12日（火）
淀 江 公 民 館 50 １月12日（火）
福米東コミュ二ティセンター 60 １月13日（水）
明 道 公 民 館 60 １月14日（木）
永 江 公 民 館 60 １月14日（木）
県 公 民 館 60 １月17日（日）
成 実 公 民 館 60 １月18日（月）
淀江公民館大和分館 50 １月18日（月）
就 将 公 民 館 60 １月19日（火）
淀江公民館宇田川分館 50 １月19日（火）
春 日 公 民 館 60 １月20日（水）
巌 公 民 館 60 １月20日（水）
福 米 西 公 民 館 60 １月21日（木）
尚 徳 公 民 館 40 １月21日（木）
大 高 公 民 館 60 １月25日（月）

■地上デジタル放送に関する問い合わせ
　総務省　鳥取県テレビ受信者支援センター（デジサポ鳥取）
　☎０８５７－３６－９１９０　FAX ０８５７－３６－９１９１
　（受付時間　平日：午前10時～午後６時）



ご意見を募集します
米子市次世代育成支援行動計画後期計画（素案）　
　米子市では、子育て支援、子育て環境の整備、児童の健全育成の観
点から、米子市の次世代育成のための基本目標と各種施策について、
平成17年に「米子市次世代育成支援行動計画～よなごっこ未来応援
プラン」を策定しました。この計画は、「次世代育成支援対策推進法」
の規定により策定するもので、計画策定から５年が経過する平成21年
度中に前半５年の取組みを振り返り、後半５年に向けての施策目標を、
後期計画として策定することとされています。後期計画の計画期間は、
平成22年度から平成26年度までの５年間です。
　素案については、「米子市次世代育成支援行動計画後期計画策定委
員会」において検討中ですが、広く市民の皆さんのご意見をいただき
たいと考えておりますので、ご意見をお寄せください。
　なお、ご意見に対し個別には回答しませんが、内容ごとに整理して、
市の考え方とあわせて後日公表します。
■素案の閲覧場所　「米子市ホームページ」をご覧いただくか、児童
家庭課（本庁舎１階）、淀江支所市民生活課、行政窓口サービスセン
ター、健康対策課（ふれあいの里２階）、認可保育所、幼稚園、子育て
支援センター、各公民館
■募集期間　19日（火）まで（郵送の場合は、当日消印有効）
■応募方法　児童家庭課までご持参、Ｅメール、郵送でお送りいただ
くか、認可保育所、幼稚園、子育て支援センター、公民館にお届けく
ださい。様式は問いません。なお、電話・口頭での受付はいたしません。
■応募・問い合わせ
〒 683－8686　加茂町１－１　米子市役所児童家庭課

（☎２３－５１７７）　　Ｅメール　jidokatei@yonago-city.jp

米子駅前地下駐車場・駐輪場
社会実験実施

米子駅前地下駐車場・駐輪場では、米子駅前乗
降場の混雑緩和や放置自転車の撲滅等を目的と
した社会実験を、１月１日から３月31日まで実
施します。
◆社会実験の内容は…

駐車場の無料駐車時間を20分から30分に！
駐輪場にも無料駐輪時間（30分）を新設！
定期駐車料金の一部見直し　…の３つです。
◆地下駐車場 ･駐輪場をご利用いただくと、こ
　んなメリットがあります…

雨でも濡れることなく駅まで行ける！
エレベーター、エスカレーターもあり、みん
なにやさしい！
地下なので、風雨や日光にさらされることも
なく車にもやさしい！

◆これまで以上に便利になった地下駐車場・駐
　輪場をぜひご利用ください！
※米子駅前の乗降スペースは、乗降時を除いて
駐停車禁止です。乗降以外の駐停車はできませ
ん。
※米子駅前周辺道路は、自転車等の駐輪禁止区
域となっています。自転車の放置はできません。
■問い合わせ　維持管理課（☎２３－５５２９）

20歳になったら国民年金
　日本国内に住んでいる 20歳以上 60歳未満の方はすべて、国民年金に加入しなければなりません。国民年金は、保険料を
納めた方に対して、その納付実績に応じて老後に年金が支給される制度です。また、老後だけでなく思わぬケガや病気で障
がい者となったとき、また、配偶者を亡くして遺族になったときなどにも年金が支給されます。20歳になった方は、国民年
金への加入手続きをして保険料を納めるようにしてください。
　所得が少ない等の理由で保険料を納められない場合は、保険料の納付を免除する制度（全額免除・一部免除・若年者納付
猶予・学生納付特例）がありますのでご相談ください。免除等を受けた期間の保険料については、10年以内であれば、あと
から保険料を納めること（追納）もできるようになっています。
　なお、会社員や公務員の方で 20歳になったとき、すでに厚生年金や共済年金に加入している場合は、自動的に国民年金
にも加入されていますので、新たな手続きは必要ありません。
　また、厚生年金や共済年金の加入者である方に扶養されている配偶者（第３号被保険者）は、厚生年金等加入者の勤務先で
第３号被保険者に該当するための手続きをお願いします。
　国民年金への加入等の手続きやご相談は保険年金課年金係で行なっています。

■問い合わせ　保険年金課年金係（☎２３－５１４２）

米子市民自治基本条例検討委員会からのお知らせ
　新年を迎え、検討委員会の「条例の素案」づくりの作業も大詰めを迎えています。
　現在、検討委員会では、これまで話し合ってきた「米子の理想像」、「条例の位置付
け」という条例の大きな柱となる考え方に沿って、具体的に「条例の素案」に盛込む
内容の検討・整理を進めています。
検討委員会では、年度末までに「条例の素案」を市長に提出することとしていますが、
引続き、検討委員会の会議の公開を通じて、市民の皆さんに作業の進捗状況などをお
知らせしたいと考えています。興味のある方は、ぜひ一度、のぞいてみてください。
　また、会議結果については、そのつど米子市ホームページで公開しています。
※委員会の会議日程については、直接お電話でお問い合わせください。
　　　　　　　　　　　　　■問い合わせ　協働推進課（☎２３－５３７３）
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仲
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図
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築
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う
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取
得
し
た

人
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含
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■
人
権
政
策
課

　
（
☎
23
―
５
４
１
５
）

　三沢厚彦は、様々な動物をほぼ実寸大で制作する「Animals」シリーズなどの木彫で、高く評価されている
彫刻家です。
　三沢は制作の際、模型等を作らず、アイディアスケッチを重ね、頭の中でイメージが固まってから、木を彫
り始めます。

　その創作における試行錯誤の過程で残った、数多くのノミ跡や、
継ぎ足した寄せ木の跡などが、“木材”から“彫刻”へと生まれ変わっ
た証のように鮮やかに作品表面に残っています。
　大地にピンと踏ん張った四本の足や、厚く盛り上がった胸や固く
クルリと丸まったしっぽ等、ゴムまりのように弾みながら駆け回る
姿が本作より想像できるのは「印象」としてのリアルさが私達に伝
わるからなのでしょう。
　本作をはじめ日本の現代美術を代表する 35 名の作家による約 90
点の作品を展示する特別展「ネオテニー・ジャパン 高橋コレクショ
ン」は２月 11 日（木・祝）まで米子市美術館で開催いたしております。
　くわしくは、P18「施設の催し」をご覧ください。

■問い合わせ　米子市美術館（☎３４―２４２４）　
■ URL　http://www.yonagobunka.net/y-moa/
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９
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の
間
、
消
防
車
両
が
サ
イ
レ

ン
を
吹
鳴
し
、
市
内
を
パ
レ
ー
ド

し
ま
す
の
で
、
火
災
等
と
お
間
違

え
が
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
生
命
、

財
産
を
守
る
た

め
、
活
動
し
て

い
る
消
防
団
員

の
姿
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

指
名
競
争
入
札
参
加
希
望
者
受
付

市
役
所
と
水
道
局
が
平
成
22
年
度

に
そ
れ
ぞ
れ
発
注
す
る
建
設
工

事
・
測
量
等
業
務
の
指
名
競
争
入

札
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
業
者
の

追
加
受
付
と
、
平
成
22
年
度
か
ら

24
年
度
に
発
注
す
る
物
品
・
役
務

の
指
名
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望

さ
れ
る
業
者
の
受
付
を
行
な
い
ま

す
。

申
込
受
付
期
間

２
月
１
日
㈪
～
２
月
26
日
㈮

受
付
場
所
・
問
い
合
わ
せ

市
役
所
入
札
契
約
課

（
☎
23
―
５
３
６
５
）

水
道
局
総
務
課

（
☎
32
―
６
１
１
１
）

　

2010
年
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

平
成
22
年
２
月
１
日
現
在
で
、
全

国
一
斉
に“
農
林
業
の
国
勢
調
査
”

と
い
わ
れ
る
「
2010
年
世
界
農
林
業

セ
ン
サ
ス
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
今
後
の
農
林
業
の

政
策
に
役
立
て
る
た
め
に
５
年
ご

と
に
実
施
さ
れ
る
極
め
て
大
切
な

調
査
で
、
農
林
水
産
省
が
市
町
村

を
通
じ
て
行
な
い
ま
す
。

１
月
中
旬
か
ら
農
林
業
を
営
ん
で

い
る
皆
様
の
と
こ
ろ
に
調
査
員
が

訪
問
し
て
、
調
査
票
に
農
林
業
の

経
営
状
況
な
ど
の
記
入
を
お
願
い

し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

総
務
管
財
課
（
☎
23
―
５
３
２
４
）

●
法
律
相
談

弁
護
士
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま

す
。
１
人
30
分
。
要
予
約
。

と

き　

毎
月
第
１
・
３
月
曜
日

　
　
　
　

午
後
１
時
～
３
時

と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
の
里　

１
階

※
法
律
相
談
の
予
約
は
、毎
週
月・

水
・
金
曜
日
の
午
前
10
時
～
午
後

３
時
に
、☎
22
―
７
８
３
０
ま
で
。

問
い
合
わ
せ　

米
子
市
社
会
福
祉

協
議
会
（
☎
23
―
５
４
９
０
）

　

鳥
取
県
行
政
書
士
会
無
料
相
談
会

相
続
・
遺
言
・
成
年
後
見
・
悪
徳

商
法
被
害
・
交
通
事
故
な
ど
、
行

政
書
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と

き　

９
日
㈯
、
２
月
13
日
㈯

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

と
こ
ろ

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
会
議
室

（
米
子
駅
前
サ
テ
ィ
４
階
）

問
い
合
わ
せ

鳥
取
県
行
政
書
士
会
事
務
局

（
☎
０
８
５
７
―
24
―
２
７
４
４
）

　

米
子
市
消
防
出
初
式

と

き　

10
日
㈰

▼
式
典

　

時
間　

午
前
10
時
～

　

会
場　

米
子
市
文
化
ホ
ー
ル

み
ん
な
の
力
で
川
や
海
を
き
れ
い
に
し
よ
う

く
ら
し
の情報

１月10日は 110番の日です
いち早く　いそがず慌てず　れい静に

「110 番」は、あなたと警察を結
ぶ緊急電話です。
110 番をすると警察本部通信指令
課の係官がお尋ねしますので、あ
わてず、あせらず係官の指示に
従ってお答えください。
なお、急がない相談事や問い合
わせは、米子警察署（☎３３－０１１０）、総合相
談電話（☎０８５７－２７－９１１０）または、♯
９１１０をご利用ください。



　

臨
時
職
員
、
非
常
勤
職
員
募
集

●
本
庁
専
任
宿
日
直
員
・
１
人

応
募
資
格　

平
成
４
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
方

採
用
予
定
日

平
成
22
年
４
月
１
日

●
保
育
士
・
２
人

応
募
資
格　

児
童
福
祉
法
に
基
づ

く
保
育
士
登
録
を
受
け
て
い
る
方

（
登
録
見
込
の
方
を
含
む
。）

採
用
予
定
日

平
成
22
年
４
月
１
日

●
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
指
導
者

補
助
員
・
３
人

応
募
資
格　

児
童
福
祉
法
に
基
づ

く
保
育
士
登
録
を
受
け
て
い
る
方

（
登
録
見
込
の
方
を
含
む
。）

ま
た
は
幼
稚
園
教
諭
免
許
の
あ
る

方
（
取
得
見
込
の
方
を
含
む
。）

採
用
予
定
日

平
成
22
年
４
月
１
日

●
行
政
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

事
務
員
・
１
人

採
用
予
定
日

平
成
22
年
６
月
１
日

▼
試
験
日
・
科
目

30
日
㈯
・
教
養
、
作
文
、
面
接

▼
申
込
受
付
期
間

５
日
㈫
～
19
日
㈫

（
当
日
消
印
有
効
）

※
指
定
の
受
験
申
込
書
を
職
員
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。詳
細
は
、

受
験
案
内
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

受
験
案
内
、受
験
申
込
書
の
請
求
、

問
い
合
わ
せ

職
員
課
（
☎
23
―
５
３
４
１
）

　

公
民
館
職
員
募
集

募
集
職
種
・
人
数

主
事
（
非
常
勤
職
員
）・
１
人

職
務
内
容　

公
民
館
の
管
理
・
運

営
、
事
業
の
実
施
等
の
業
務
に
従

事
し
ま
す
。

求
め
る
人
材　

生
涯
学
習
に
対
す

る
熱
意
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を

有
す
る
方

試
験
日
・
科
目　

２
月
７
日
㈰
・

教
養
、
適
性
、
作
文
、
面
接

（
場
所
は
別
途
通
知
）

採
用
予
定
日

平
成
22
年
４
月
１
日

申
込
受
付
期
間

４
日
㈪
～
18
日
㈪

（
当
日
消
印
有
効
）

※
指
定
の
受
験
申
込
書
を
生
涯
学

習
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
験
案
内（
受
験
申
込
書
同
封
）

は
、
生
涯
学
習
課
、
各
公
民
館
に

あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
（
☎
23
―
５
４
４
２
）

　

学
校
図
書
職
員
募
集

募
集
職
種
・
人
員

学
校
図
書
職
員
・
若
干
名

職
務
内
容　

市
立
小
・
中
学
校
、

特
別
支
援
学
校
の
い
ず
れ
か
で
図

書
業
務
に
従
事
し
ま
す
。

応
募
資
格　

図
書
館
の
司
書
資
格

を
有
す
る
方
（
平
成
22
年
３
月
31

日
ま
で
に
取
得
見
込
の
方
を
含

む
。）
ま
た
は
図
書
館
等
で
図
書

業
務
に
３
年
以
上
従
事
し
た
経
験

の
あ
る
方

試
験
日
・
科
目
・
場
所　

２
月
６

日
㈯
・
教
養
、
面
接
試
験
・
市
役

所
第
２
庁
舎
第
１
・
第
２
会
議
室

採
用
予
定
日

平
成
22
年
４
月
１
日

申
込
受
付
期
間

12
日
㈫
～
26
○
○
日
㈫

（
当
日
消
印
有
効
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ　

教
育
総
務

課
（
☎
23
―
５
４
２
１
）

　

消
費
生
活
相
談
員
募
集

募
集
職
種
・
人
員　

消
費
生
活
相

談
員
（
非
常
勤
職
員
）・
１
人

応
募
資
格　

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

認
定
の
消
費
生
活
専
門
相
談
員
ま

た
は
内
閣
総
理
大
臣
及
び
経
済
産

業
大
臣
事
業
認
定
の
消
費
生
活
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
資
格
を
有
し
、
消

費
生
活
相
談
業
務
に
１
年
以
上
の

従
事
経
験
の
あ
る
方

試
験
日
・
科
目

２
月
14
日
㈰
・
作
文
、
面
接

採
用
予
定
日

平
成
22
年
４
月
１
日

申
込
受
付
期
間

１
月
25
日
㈪
～
２
月
５
日
㈮

（
当
日
消
印
有
効
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ

協
働
推
進
課
（
☎
23
―
５
３
７
１
）

　

な
か
よ
し
学
級
児
童
募
集

入
級
資
格　

平
成
22
年
度
に
市
内

小
学
校
に
通
学
さ
れ
る
、
１
年
生

か
ら
３
年
生
ま
で
の
児
童
で
、
放

課
後
保
護
者
等
が
不
在
の
家
庭
の

う
ち
、
入
級
を
希
望
す
る
児
童
。

学
級
定
員　

各
40
人

募
集
要
項　

新
１
年
生
は
各
小
学

校
の
就
学
時
健
康
診
断
の
際
に
配

布
、
新
２
・
３
年
生
は
各
小
学
校

よ
り
直
接
配
布
し
て
い
ま
す
が
、

転
入
、
転
居
に
よ
り
必
要
な
方
は

各
な
か
よ
し
学
級
、
市
役
所
児
童

家
庭
課
で
お
渡
し
し
ま
す
。

な
お
、
新
２
・
３
年
生
の
う
ち
、

継
続
し
て
利
用
を
希
望
さ
れ
る
場

合
も
、
新
た
に
入
級
申
込
み
が
必

要
で
す
。

受
付
期
間　

４
日
㈪
～
29
日
㈮

申
込
場
所　

入
級
を
希
望
す
る
各

な
か
よ
し
学
級

（
冬
休
み
中
は
、
午
前
９
時
～
午

後
５
時
、
そ
れ
以
外
は
午
後
１
時

～
５
時
。
い
ず
れ
も
土
・
日
・
祝
、

年
末
年
始
休
暇
を
除
く
）

問
い
合
わ
せ

児
童
家
庭
課
（
☎
23
―
５
１
３
５
）

　

予
備
自
衛
官
補
募
集

予
備
自
衛
官
補
は
、
自
衛
官
未
経

験
者
を
自
衛
官
補
と
し
て
採
用

し
、
普
段
社
会
人･

学
生
等
と
し

て
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
に
従
事
し
な

が
ら
、
所
要
の
教
育
訓
練
を
経
た

後
、
予
備
自
衛
官
と
し
て
任
用
し

ま
す
。
一
般
公
募
と
技
能
公
募
の

２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

教
育
期
間
・
資
格

▼
一
般
公
募

教
育
期
間
：
３
年
間

50
日
合
計
400
時
間
の
履
修

応
募
資
格
：
18
歳
以
上
34
歳
未
満

の
方

▼
技
能
公
募

教
育
期
間
：
２
年
間
10
日
合
計
80

時
間
の
履
修

募
集
期
間

１
月
12
日
㈫
～
４
月
９
日
㈮

試
験
日　

４
月
17
日
㈯
、18
日
㈰
、

19
日
㈪
の
い
ず
れ
か
１
日

※
く
わ
し
く
は
自
衛
隊
米
子
地
域

事
務
所
（
☎
33
―
２
４
４
０
）
ま

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
と
私
の
つ
な
ぐ
手
は　

男
女
共
同
参
画
の
証
し
で
す　
　
　
　

市
民
応
募
作
品



　　

体
力
づ
く
り
歩
け
歩
け
大
会

▼
10
日
㈰
午
前
８
時
30
分
市
役
所

集
合
、
行
き
先
…
市
内
神
社
め
ぐ

り
（
貴
船
神
社
、勝
田
神
社
ほ
か
）

行
程
約
５
km
、
解
散
予
定
正
午

▼
２
月
14
日
㈰
午
前
８
時
30
分
・

市
役
所
集
合
、
行
き
先
…
尚
徳
公

民
館
、
行
程
約
６
km
、
解
散
予
定

正
午
（
次
年
度
の
予
定
に
つ
い
て

話
し
合
い
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ

体
育
課
（
☎
23
―
５
４
２
６
）

　

第
17
回
米
子
市
民
ス
キ
ー
大
会

と

き　

２
月
11
日
㈭
㈷

会

場　

▼
ア
ル
ペ
ン
：
上
の
原

第
１
ゲ
レ
ン
デ　

▼
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
：
大
山
林
間
コ
ー
ス

参
加
資
格　

米
子
市
民
に
限
る
。

参
加
申
込
期
限

22
日
㈮
午
後
５
時
ま
で

参
加
料　

一
般
2,000
円
、
高
校
生
1,000

円
、
中
学
生
500
円
、
小
学
生
無
料

申
込
先　

上
の
原
ヒ
ュ
ッ
テ
（
☎

52
―
２
５
２
１
）、
よ
な
ご
山
荘

（
☎
32
―
３
６
０
１
）

※
く
わ
し
く
は
米
子
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
体
育
課
（
☎
23

―
５
４
２
６
）
ま
で
。

　

福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
10
ｉ
ｎ
鳥
取

「
あ
れ
か
ら
10
年　
鳥
取
の
10
年｣

▼
９
日
㈯　

午
後
０
時
20
分
～
午

後
５
時
40
分

ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト（
ギ
タ
ー
・

デ
ュ
オ
）　

斎さ
い
と
う
あ
き

藤
明
子こ

＆
尾お

尻じ
り

雅ま
さ
ひ
ろ弘
、
記
念
講
演
・
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

▼
10
日
㈰　

午
前
９
時
10
分
～
午

後
３
時

分
科
会
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン

と
こ
ろ

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

両
日
参
加
の
場
合
3,000

円
、一
日
の
み
参
加
の
場
合
2,000
円
、

障
が
い
の
あ
る
方
・
学
生
500
円
、

当
日
申
込
の
場
合
4,000
円

※
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ　

福
祉
フ
ォ

ー
ラ
ム
実
行
委
員
会
（
も
み
の
木

園
内
）
☎
28
―
８
４
７
０

　

米
子
市
認
知
症
予
防
啓
発
イ
ベ

ン
ト
『
い
の
ち
の
ま
つ
り
』

認
知
機
能
の
低
下
は
出
来
る
限
り

早
く
発
見
し
、
対
応
し
て
い
く
こ

と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

そ
れ
に
は
、
認
知
症
を
正
し
く
理

解
し
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
協

力
し
て
支
え
あ
い
、
予
防
に
取
り

組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

内

容

『
い
の
ち
の
ま
つ
り
』
コ
ン
サ
ー

ト
／
ロ
ケ
ッ
ト
く
れ
よ
ん
コ
ン

サ
ー
ト
／
小
学
生
合
唱
／
ゆ
び
人

形
劇
・
紙
し
ば
い
の
上
演

※
そ
の
他
、
作
品
等
の
展
示

や
、
脳
活
性
ゲ
ー
ム
、
頭
の
健
康

チ
ェ
ッ
ク
等
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
も

設
け
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

参
加
費　

無
料

と

き　

16
日
㈯

　
　
　
　

午
前
11
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　

米
子
市
文
化
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ

長
寿
社
会
課
（
☎
23
―
５
１
３
２
）

　

労
働
セ
ミ
ナ
ー

社
会
情
勢
が
き
び
し
い
今
だ
か

ら
、
こ
れ
か
ら
の
働
き
方
と
生
活

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
こ
れ
で
い
い
の
？
労
務
管
理
」

▼
シ
リ
ー
ズ
③

～
高
年
齢
者
の
雇
用
と
定
年

退
職
時
の
手
続
き
～

と
き　

20
日
㈬

▼
シ
リ
ー
ズ
④

～
仕
事
と
生
活
の
調
和
の
取

れ
た
働
き
方
・
働
か
せ
方
～

と
き　

２
月
26
日
㈮

※
い
ず
れ
の
セ
ミ
ナ
ー
も
、
午
後

１
時
30
分
～
３
時

と
こ
ろ　

米
子
市
文
化
ホ
ー
ル

　
　
　
　

第
２
研
修
室

講

師　

社
会
保
険
労
務
士

　
　
　
　

安や
す
か
た酸
早さ

な
え苗
さ
ん

受
講
料　

無
料

定

員　

20
人

＊
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ　

鳥
取
県
中

小
企
業
労
働
相
談
所　

み
な
く
る

米
子
（
☎
31
―
８
７
８
５
）

　

伯
耆
古
代
の
丘
公
園　

１
月
ロ

ビ
ー
展｢

母
娘
展
～
花
と
書｣

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
を
ま
ぜ

メ
ル
ヘ
ン
チ
ッ
ク
な
デ
ザ
イ
ン
の

花
、
正
月
に
ち
な
ん
だ
言
葉
を

ア
ー
ト
的
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
書
、

花
と
夢
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
言
葉
の

書
を
展
示
し
ま
す
。

入
園
料
金

大
人
200
円
、
小
中
学
生
50
円

休
園
日　

第
２
・
４
水
曜
日
（
祝

祭
日
の
場
合
翌
日
）、
年
始
休
日

（
１
日
㈮
～
３
日
㈰
）

問
い
合
わ
せ　

伯
耆
古
代
の
丘
公

園
（
☎
56
―
６
８
１
７
）

　

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
米
子
公
演

陸
上
自
衛
隊
第
13
音
楽
隊
に
よ
る

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

と

き　

31
日
㈰　

午
後
２
時
～

と
こ
ろ　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

※
入
場
は
無
料
で
す
が
、
入
場
整

理
券
が
必
要
で
す
。
く
わ
し
く
は

自
衛
隊
米
子
地
域
事
務
所
（
☎
33

―
２
４
４
０
）
ま
で
。

　

米
子
人
生
大
学
特
別
講
座

ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
。
お

気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

▼
第
１
回　

２
月
15
日
㈪

「
高
齢
者
の
う
つ
に
つ
い
て
」

講
師
：
西
伯
病
院　

精
神
科
部
長

高た
か

田だ

照て
る

夫お

さ
ん

▼
第
２
回　

３
月
１
日
㈪

「
大
山
寺
奇き

譚た
ん

」

講
師
：
米
子
市
史
編
さ
ん
事
務
局

事
務
総
括　

大お
お
は
ら原

俊し
ゅ
ん
じ二

さ
ん

▼
第
３
回　

３
月
15
日
㈪

「
歌
っ
て
楽
し
く
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
」

講
師
：
よ
な
ご
童
謡
の
会　

会
員

山や
ま
い
し石

ひ
ろ
子
さ
ん

伴
奏
：
松ま

つ
ば
ら原

真ま

り

こ

理
子
さ
ん

●
会
場

　

ふ
れ
あ
い
の
里　

大
会
議
室

●
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
１
時

　

30
分
～
３
時
30
分

※
受
講
料
無
料
・
申
込
不
要

※
県
民
カ
レ
ッ
ジ
連
携
講
座

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
（
☎
23
―
５
４
４
４
）

ゴ
ミ
出
し
を
夫
は
一
手
に
引
き
受
け
て
両
手
に
ぶ
ら
下
げ
い
そ
い
そ
と
ゆ
く　
　
　
　

市
民
応
募
作
品



支
え
合
い　

家
族
の
絆
は　

そ
こ
か
ら
だ　
　
　
　

米
子
南
高
等
学
校
生
徒

　

確
定
申
告
の
電
子
申
告
に
よ
る
税

額
控
除
に
伴
い
、
今
年
度
の
確
定
申

告
時
期
に
は
、
電
子
証
明
書
付
き
の

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
以
下
住
基

カ
ー
ド
）
を
取
得
さ
れ
る
か
た
が
増

え
、市
民
課
の
窓
口
が
大
変
混
雑
し
、

長
時
間
お
待
た
せ
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
、
住
基
カ
ー
ド
の
申

請
は
な
る
べ
く
お
早
め
に
手
続
き
を

さ
れ
る
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

｢

電
子
証
明
書｣

と
は
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
国
や
地
方
の
行
政

機
関
が
行
う
電
子
申
請･

届
出
等

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に

利
用
す
る
も
の
で
す
。
住
基
カ
ー
ド

の
取
得
と
同
時
、
ま
た
は
取
得
後
に

電
子
証
明
書
発
行
の
申
請
を
さ
れ
れ

ば
、
住
基
カ
ー
ド
に
電
子
証
明
書
を

記
録
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

住
基
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
後
に
、

郵
送
に
よ
る
本

人
照
会
を
行
な

い
、
郵
送
さ
れ

た
照
会
書
を
再

度
窓
口
に
お
持

ち
い
た
だ
い
た

際
に
住
基
カ
ー

ド
の
交
付
を
行
な
い
ま
す
。
な
お
、

運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
官

公
署
が
発
行
し
た
顔
写
真
付
き
の

身
分
証
明
書
を
お
持
ち
の
方
は
、
即

日
交
付
で
き
ま
す
。

　

住
基
カ
ー
ド
と
電
子
証
明
書
の

作
成
の
所
要
時
間
は
、
合
わ
せ
て

約
40
分
程
度
で
す
。
た
だ
し
、
混
雑

時
に
は
時
間
が
か
か
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
日
に
ち
と
時
間
に
余
裕
を

持
っ
て
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
申
請
時
に
必
要
な
も
の

①
住
基
カ
ー
ド
交
付
手
数
料　

500
円

②
電
子
証
明
書
交
付
手
数
料　

500
円

③
写
真
付
き
住
基
カ
ー
ド
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、「
上
半
身
、
無
帽
、

正
面
、
無
背
景
で
６
か
月
以
内
に
撮

影
し
た
縦
4.5
セ
ン
チ
×
横
3.5
セ
ン

チ
の
大
き
さ
」
の
写
真
を
１
枚
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。
市
役
所
で
の
撮
影

も
可
能
で
す
。

④
認
印
（
ス
タ
ン
プ
印
不
可
）
…
申

請
書
の
訂
正
が
あ
っ
た
場
合
に
必

要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

市
民
課
窓
口
係（
☎
23
―
５
１
４
４
）

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
初

期
で
は
、
防
災
関
係
機
関
に
よ
る
災

害
活
動
を
、
市
内
全
域
で
一
斉
に
行

な
う
事
が
困
難
な
状
態
に
な
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
地
域

の
皆
様
方
が
相
互
に
助
け
合
っ
て

被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
事

が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

実
際
に
平
成
７
年
の
阪
神
淡
路

大
震
災
で
は
生
き
埋
め
や
、
建
物
等

に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
人
の
う
ち
約

95
％
は
、
自
力
ま
た
は
家
族
や
友
人

に
救
助
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
必
要
性
か
ら
自
分
た
ち
の

地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う
、

地
域
住
民
の
自
主
的
な
意
思
に
基

づ
い
て
結
成
さ
れ
た
組
織
を
自
主

防
災
組
織
と
い
い
ま
す
。

　

ま
だ
、
自
主
防
災
組
織
を
結
成
し

て
い
な
い
自
治
会
等
に
お
い
て
は
、

結
成
を
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

新
規
結
成
に
関
す
る
こ
と
、
ま
た

結
成
後
の
活
動
等
に
関
す
る
こ
と

な
ど
自
主
防
災
組
織
に
関
す
る
相

談
事
が
あ
れ
ば
、
防
災
安
全
課
ま
で

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
米
子
市
に
登
録
さ
れ
た
自

主
防
災
組
織
を
対
象
と
し
て
、
次
の

補
助
金
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

（1）
自
主
防
災
組
織
の
新
規
結
成

時
に
補
助
金
を
交
付

１
団
体
あ
た
り
の
補
助
金
額
＝

３
万
円
＋
200
円
×
世
帯
数

（2）
結
成
後
の
自
主
防
災
組
織
の

活
動
費
な
ど
に
つ
い
て
、
一
部

補
助
金
を
交
付

①
自
主
防
災
組
織
が
独
自
に
防

災
訓
練
や
講
習
会
等
を
実
施
し

た
場
合
、
一
回
に
つ
き
１
万
円

を
上
限
と
し
て
、
年
間
３
回
ま

で
補
助
。

②
自
主
防
災
組
織
が
災
害
時
に

備
え
必
要
な
防
災
資
機
材
等
を

整
備
す
る
場
合
、
防
災
資
機
材

等
の
購
入
に
要
す
る
額
の
２
分

の
１
に
相
当
す
る
額
で
５
万
円

を
上
限
と
し
て
、
年
間
１
回
に

限
り
補
助
。

■
問
い
合
わ
せ

防
災
安
全
課
（
☎
23
―
５
３
３
７
）

宝くじ助成事業で整備しました！
自主防災組織育成事業として、市内の自主防災組織２団体に、発電機、投光機、リヤカーなどの防災資機材を配備しました。



あ
り
が
と
う
家
族
に
感
謝　

そ
の
気
持
を
言
葉
に
出
し
て
忘
れ
な
い
よ
う
に　
　
　
　

美
保
テ
ク
ノ
ス
株
式
会
社
（
鳥
取
県
男
女
共
同
参
画
推
進
企
業
）

米子市営住宅入居者を募集します
■所在地、戸数、規格、家賃

住宅名 所在地 空家番号 構造 間取り 家賃月額
（円）

建築
年度棟 号

錦 海 町
住 宅

錦 海 町
二 丁 目

4R1 202 中層耐火
４ 階 建 3LDK 22,800

～ 43,800 H４

4R2 104 中層耐火
４ 階 建 3LDK 22,800

～ 43,700 H４
老人等優先入居

西 福 原
住 宅

西 福 原
八 丁 目 14R1 802 中層耐火

８ 階 建 2LDK 23,200
～ 45,700 H14

■入居者の資格
●市内に住所または勤務場所があり、独立の生計を営んでいる方
●現在一緒に住んでいるか、または住もうとしている親族（事
実上婚姻関係と同様の事情にある方や婚約者を含む）がある方
ただし、生年月日が昭和31年４月１日以前の方などは、単身で
のお申込みが可能です。
●世帯の収入が公営住宅法に定める収入基準に合う方（平成21
年４月から、市営住宅入居収入基準が変わりました）
●現に住宅に困窮していることが明らかな方
●米子市税などに滞納がない方
●暴力団員でないこと
■老人等優先入居
60歳以上の方、心身障害者の方は、優先入居（応募者数が複数
の場合は公開抽選）の制度があります。それぞれ条件がありま
すので、くわしくは、お問い合わせください。
■申込受付期間　５日（火）～ 14日（木）　土・日・休日を除く。
■申込受付場所　建築住宅課（市役所本庁舎２階）、
　　　　　　　　淀江支所地域振興課（淀江支所１階）
■申込みに必要な書類　住宅申込書、所得に関する証明書、住
民票（世帯全員のもの。外国人の場合は、外国人登録法第４条
第１項の登録を受けていることを証明する書類）。その他、申込
理由により添付書類が必要となる場合があります。住宅申込書
などは建築住宅課、淀江支所地域振興課にあります。
■入居選考方法　18日（月）　公開抽選により選考します。
■入居可能予定日　２月１日（月）
次回の市営住宅入居者募集期間は２月１日～９日の予定です。
■問い合わせ　建築住宅課（☎２３－５２６３）

市有地を売払いします
一般競争入札により市有地を売払いしますので、買受希
望の方はご参加ください。
■売払物件　土地
所在地：旗ヶ崎 2301番２　　地目：雑種地
地積：478平方メートル　　　用途地域：工業地域
■売払物件案内図

■現地説明会日時・場所
２月８日（月）午後1時30分・売払物件所在地
■一般競争入札会日時・場所
２月19日（金）午後１時30分・市役所本庁舎202会議室
■注意事項

（１）米子市行政サービスの利用制限措置として、米子
市市税等の滞納がある方には、原則、売払うことができ
ません。

（２）現地説明会、入札会に参加される方は、入札契約
課に申込みをしてください。
申込期限：現地説明会は２月５日（金）、入札会は２月
15 日（月）でいずれも午後５時までにお申込みください。
なお、現地説明会は電話での申込みが可能です。

（３）入札当日、現金又は銀行振出小切手で、入札金額
の 10％以上の入札保証金を納付する必要があります。
ただし、落札者以外の入札保証金は、返還します。

（４）くわしくは、入札契約課で交付している入札説明
書か、「米子市ホームページ」をご覧ください。
■問い合わせ　入札契約課（☎２３－５３６５）

『新修米子市史 第15巻資料編
　年表・考古補遺・近世近代補遺』

Ａ４判・３冊セット（『年表』は、古代より現
代（平成12年）までの詳細な内容／『考古
補遺』は、米子平野の考古学史／『近世近
代補遺』は、近世から近代への懐顧録など）
■問い合わせ
　米子市図書館図書納入組合（☎３２―１５５１）
■予約取扱書店　油屋書店、今井書店、杉島書店、
　　　　　　　　すずや書店、ひらおか書店 

ご予約特価 5,000 円（税込）。１月末までにご予約く
ださい。２月以降は 7,000円＋税になります。

妻木晩田遺跡事務所の利用制限
　新ガイダンス施設「弥生の館むきばんだ」の建設工事にあわ
せて、事務所の改修工事を行なっています。工事期間中も遺跡
見学はできますが事務所内売店、展示室、ロビーが使用できま
せん。トイレの利用は可能です。受付にお申し出ください。
ご迷惑をおかけしますがご協力をお願いします。
■制限期間　３月中旬頃まで
■問い合わせ　妻木晩田遺跡事務所（☎３７－４０００）

放送大学説明会・個別相談会
入学をお考えでない方もどうぞお気軽にお越しください。
■と き　17日（日）午後１時～４時
■ところ　米子市文化ホール　２階研修室
■内 容　概要説明、相談受付、出願書類受付など
■問い合わせ　放送大学鳥取学習センター
　　　　　　　（☎０８５７－３７－２３５１）



有

料

広

告

新しい１年のはじまりに、子育て・親育ちについて考えてみ
る１日にしませんか？
しつけのことやケータイのことなど、これからの子育てにつ
いて一緒に考えてみましょう。参加無料、申込不要です。
■とき　31日（日）
■ところ　米子市児童文化センター

▼午前10時～（開場　午前９時30分）
　【講 演】しつけの回復 　教えることの復権
　【講 師】三

み

浦
うらせいいちろう

清一郎さん

▼午後４時～（開場　午後３時30分）
　【報 告】子どもを取りまくケータイ･インターネット事情
　【報告者】県ケータイ ･ インターネット教育推進員

▼【展示・紹介（終日）】市民ががんばる子育て支援活動紹介
　コーナー、児童文化センター等で子育て支援に取り組む団
　体をパネル展示などでご紹介します。
※くわしくは、市役所・公民館などに設置してあるチラシを
ご覧ください。
■問い合わせ
講演について…児童文化センター（☎３４―５４５５）
その他のイベントについて…生涯学習課（☎２３―５４４４）

ビッグシップに、より一層
の親しみを持っていただく
ために、施設内を市民の皆
さんに広く公開します。６
回目となる今回も、毎回大
変ご好評をいただいている舞台転換の模様や国際会議室に用
いる同時通訳設備をご覧いただくとともに、客席天井にある
ピンスポットルームからのピンスポット操作まで体験してい
ただく予定です。
■と き　30日（土）午後１時30分～４時
■募集人員　60人（３班に分かれて実施）
■募集期間　15日（金）まで（当日必着のこと）
＊定員になり次第、締切りといたします。
■応募方法　申込用紙に必要事項をご記入の上、FAX または、
ご来館にて受付
■応募条件　小学生以上（小学生は保護者同伴）
■応募・問い合わせ　〒683－0043　米子市末広町 294
　米子コンベンションセンター　探検ツアー係
　☎３５―８１１１、FAX ３９―０７００
　Ｅメール…management@bigship.or.jp
　（担当：小﨑さん、西坂さん）

みんなで差別をなくし幸せな社会を実現しよう
講演会や意見発表、市内の保育園・幼稚園・学校・地域・
職場などの場でのさまざまな人権教育の取組みについての
発表があります。米子市の身近な現状を知り、人権問題と
自分との関わりを考える機会として、みなさんぜひご参加
ください。
■と き　21日（木）午前９時20分～午後４時30分
■ところ　米子コンベンションセンター　ほか
◆午前10時30分～正午
　記念講演　『人権教育に夢とロマンを～

トークと一人芝居「君をいじめから守る」』
　講 師　子どもの学び館代表取締役
　　　　　　子育て支援研究所主宰　福

ふ く な が た く

永宅司
じ

さん

一人芝居先生がやってくる！
元小学校教師の福永宅司さんは、椅子一つ、役者一人の「一
人芝居」で、全国各地で講演活動をしておられます。涙と笑
いの講演は多くの人に、差別に立ち向かう力を与えています。

◆午後１時20分～４時30分
　分科会　７分科会で構成
※主催　第35回米子市人権・同和教育研究集会実行委員会
※参加無料、申込不要です。
※手話通訳あり。
■問い合わせ　人権政策課（☎２３－５４１６）

平和な未来を創るために、
私たちにできることを考えるシンポジウム

～子どもたちを被害者にしない社会に～
■と き　16日（土）午後１時～
■ところ　米子コンベンションセンター多目的ホール
◆講演　「僕は13歳。職業、兵士」
　講師　NPO法人テラ・ルネッサンス理事長　鬼

お に ま る ま さ

丸昌也
や

さん

鬼丸さんは、大学在学中に、すべての生命が安心して生活
できる社会の実現を目指す NPO 法人テラ・ルネッサンスを
設立。日本・カンボジア・ウガンダ・コンゴで、地雷除去
支援・元こども兵の社会復帰支援・平和理解教育・小型武
器の不法取引規制などの活動に取り組んでおられます。

◆シンポジウム　平和を願う子どもたちとの対話
■主 催　人権を考えるシンポジウム実行委員会（高次脳機
能障害者家族会・米子市・レディースあすか鳥取西部）
※参加無料、申込不要です。
※手話通訳、託児あり（託児の申込みは 1 月 10 日まで）
■問い合わせ　森田さん（☎ 080-1921-1711）



■申込・問い合わせ　健康対策課（☎２３－５４５２～５４５４）

　錦町一丁目「ふれあいの里」３階　米子市保健センター内

有

料

広

告

お子さんの予防接種
◆ポリオ予防接種延期のお知らせ◆

平成21年11月から平成22年２月まで、新型インフルエンザ集
団感染防止目的のため延期させていただきます。７歳６か月未
満が接種対象です。日程は後日お知らせします。

◆結核予防接種（BCG）◆
ところ　保健センター（「ふれあいの里」３階）
受　付　午後１時～２時（接種は午後１時15分～）
※母子健康手帳、予診票をお持ちください。母子健康手帳がな
いと受けられません。「予防接種と子どもの健康」の冊子を読
んで来てください。体温は接種会場で測ります。

対 象 児 接 種 日
H21年９月23日～10月14日生 １月14日（木）
H21年10月15日～10月28日生 １月28日（木）
H21年10月29日～11月12日生 ２月12日（金）

生後３か月で接種します。
生後６か月未満で接種を受けていない方も受けてください。
体調不良の場合は翌月（４か月）にしましょう。

新たに成人式を迎えるみなさんへ

献血へのご協力をお願いします
１月１日から２月28日までの間、若い世代を中心とする幅広い
世代に献血へのご理解とご協力を求めるため、「はたちの献血」
キャンペーンを実施します。皆さんのご協力をお願いします。
◆と き　毎週火・木・土・日曜日、20日、30日
　　　　　午前10時～午後１時、午後２時～５時
　　　　　（成分献血の受付は午後４時まで）
◆ところ　鳥取県赤十字血液センター日吉津出張所
　　　　　（イオン日吉津ショッピングセンター内）
◆対象者　200ml 献血…16～69歳、400ml、成分献血…18～69歳
※ 65歳以上の方については、60～64歳の間に献血経験がある
　方が対象となります。
◆所要時間　成分献血…約１時間、
　　　　　　400ml・200ml 献血…約 20分間
■問い合わせ　市役所健康対策課（☎２３－５４５１）、鳥取県
赤十字血液センター日吉津出張所（☎２７－１７２４）

新型インフルエンザに注意しましょう
新型インフルエンザの感染が全国的に拡大しています。
今後も流行が続くことも予想されますので、感染予防
を心がけましょう。
■感染予防と対策　なるべく人ごみに出かけることを
避け、やむを得ず出かける際はマスクを着用するなど

「せきエチケット」を心がけましょう／帰宅時には手洗
いとうがいをこころがけましょう／睡眠を十分に取り、
栄養に気を配りましょう／室内を適切な温度や湿度に
保ちましょう／外出しなくても困らないよう、食料や
日用品などを２週間分程度備蓄しておきましょう
■医療機関での受診時における注意
　急な発熱や咳、喉の痛みなどの「インフルエンザ症状」
が現れたときは、まず「かかりつけの医師」や身近な
医療機関に電話をして、受診方法などを確認してくだ
さい。新型インフルエンザに感染している方がいきな
り病院などに行くと、待合室などで感染を広げてしま
うおそれがありますので、必ず事前に電話をして、マ
スクをつけて受診してください。
　「かかりつけの医師」がない場合や、どこの医療機関
を受診すればよいかわからない場合は「総合発熱相談
センター」に電話でご相談ください。

▼総合発熱相談センター…鳥取県西部総合事務所福祉
　保健局（米子保健所）　☎３１－５８００

▼ファクシミリによる相談窓口…鳥取県健康政策課
　FAX ０８５７－２６－８１４３
■新型インフルエンザワクチン接種費用助成制度
　米子市では、新型インフルエンザワクチンの優先接
種対象者のうち、市民税非課税世帯と生活保護世帯の
方に接種費用の助成を行なっています。くわしくは下
記へお問合せください。

▼米子市新型インフルエンザワクチン接種費用助成相談室
　（市役所第２庁舎１階　☎２３－５５６０）

鳥大付属病院から年末年始の休診のお知らせ
■休診期間　12月29日（火）～１月３日（日）
※救急の場合はこの限りではありませんが、鳥取大学
医学部付属病院は、重篤な患者さんを受け入れる鳥取
県西部地区唯一の「三次救急医療施設」です。皆様の
ご理解 , ご協力をお願いいたします。
■問い合わせ　鳥取大学医学部医療サービス課
　　　　　　　（☎３８－７１４５）



施設の催し
◆
「
今
夜
見
え
る
星
空
と
星
座
物
語

（
オ
リ
オ
ン
座
物
語
・
イ
シ
ス
（
シ

リ
ウ
ス
）
物
語
）」

平
日
…
午
後
２
時
・
３
時
、
土
・
日
・

祝
日
…
午
前
10
時
45
分
・
11
時
45
分
・

午
後
２
時
・
３
時
・
４
時
の
投
影

幼
児
・
70
歳
以
上
無
料
、
小
中
学
生

50
円
（
土
曜
日
は
無
料
）、
高
校
生

以
上
300
円
。冬
休
み
の
平
日
４
日
㈪
・

６
日
㈬
・
７
日
㈭
は
、
午
前
11
時
・

午
後
２
時
・
３
時
・
４
時
の
投
影
。

◆
天
体
観
測
会
「
夕
暮
れ
の
月
を
み

よ
う
」

23
日
㈯
午
後
４
時
30
分
、
対
象
・
ど

な
た
で
も
可
、
20
組
。
９
日
㈯
か
ら

電
話
受
付
。

◆
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

８
日
㈮
午
前
10
時
30
分
～
正
午
「
読

み
聞
か
せ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い

て
」、
18
日
㈪
午
前
10
時
～
12
時
30

分
「
読
む
と
い
う
こ
と
」、
28
日
㈭

午
前
10
時
～
12
時
30
分
「
お
話
を
語

る
こ
と
」
対
象
・
大
人
、
各
回
50
人
、

申
込
受
付
中
。

◆
子
育
て
講
演
会
「
し
つ
け
の
回
復

　

教
え
る
こ
と
の
復
権
」

講
師
：
三み

浦う
ら
せ
い
い
ち
ろ
う

清
一
郎
さ
ん
、
31
日
㈰ 

午
前
10
時
～
正
午
、対
象
・
大
人
、（
共

催
・
ま
な
び
ネ
ッ
ト
き
ず
な
）

◆
子
ど
も
を
考
え
る
講
演
会
「
発
達

や
行
動
が
気
に
な
る
子
ど
も
の
理
解
」

講
師
：
千ち

は

る

羽
鶴
さ
ん
22
日
㈮ 

午
前

10
時
～
正
午
、
対
象
・
大
人
。

◆
和
紙
で
オ
ニ
を
作
ろ
う

24
日
㈰
10
時
～
正
午
、
対
象
・
幼
児

～
中
学
生
（
小
学
４
年
ま
で
保
護
者

同
伴
）、
10
人
。
参
加
費
100
円
。
10

日
㈰
か
ら
電
話
受
付
。

◆
木
の
お
も
ち
ゃ
ク
ラ
ブ
も
く
も
く

初
心
者
の
日

27
日
㈬
10
時
～
正
午
、
対
象
・
大

人
。
ハ
ガ
キ
サ
イ
ズ
の
木
製
パ
ズ
ル

作
り
。
参
加
費
450
円
。
４
日
㈪
か
ら

電
話
受
付
。

◆
み
な
と
や
ま
プ
レ
ー
パ
ー
ク
（
協

力
・
み
な
と
や
ま
プ
レ
ー
パ
ー
ク
実
行
委
員
会
）

毎
週
日
曜
日
と
11
日
㈪
㈷
、
午
前
10

時
～
午
後
４
時
30
分
。
屋
外
に
冒
険

遊
び
場
を
開
園
。
対
象
・
幼
児
～
大

人
。
子
ど
も
会
等
団
体
利
用
も
で
き

ま
す（
要
申
込
）。

◆
米
子
市
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
出
張

事
業
（
共
催
・
ま
な
び
ネ
ッ
ト
き
ず
な
）

工
作
、
昔
遊
び
、
わ
ら
べ
う
た
、
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
、天
体
観
測
な
ど
。

対
象
・
単
位
子
ど
も
会
な
ど
。

※
多
目
的
ホ
ー
ル
と
研
修
室
・
開
館

日
の
午
後
10
時
ま
で
利
用
可
。有
料
・

要
申
込
（
１
週
間
前
ま
で
）

開
館
時
間
（
電
話
受
付
時
間
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

今
月
の
休
館
日
　
毎
週
火
曜
日
、
13

日
、年
始
休
日
（
１
日
㈮
～
３
日
㈰
）

◆
自
然
観
察
会
「
初
日
の
出
！
コ
ハ

ク
チ
ョ
ウ
観
察
会
」

１
日
㈮
㈷
午
前
７
時
～
８
時
。
大
山

の
裾
野
か
ら
昇
る
初
日
の
出
を
拝
み

な
が
ら
、
水
鳥
観
察
を
し
ま
す
。
温

か
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
お
正
月
特
別
企
画
「
ド
ン
グ
リ
コ

マ
回
し
大
会
2010
」

１
日
㈮
㈷
～
３
日
㈰
午
前
８
時
～
午

後
５
時
・
ド
ン
グ
リ
に
軸
を
刺
し
て

コ
マ
を
作
り
、
ど
れ
だ
け
長
い
時
間

回
せ
る
か
を
競
い
ま
す
。
成
績
に
応

じ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

◆
手
作
り
自
然
教
室
「
水
鳥
の
絵
を

描
く
会
②
」

３
日
㈰
午
前
９
時
～
正
午
。
小
学
生

対
象
先
着
15
人
。
要
予
約
。
図
画
用

具
持
参
。
画
用
紙
は
提
供
し
ま
す
。

◆
ス
ロ
ー
プ
展
示
「
彩
色
木
羽
展
」

８
日
㈮
ま
で
。
本
物
そ
っ
く
り
に
作

ら
れ
た
木
彫
り
の
羽
根
の
作
品
展
。

開
館
時
間
中
い
つ
で
も
鑑
賞
可
。

◆
カ
エ
ル
工
房
in
水
鳥
公
園

２
月
27
日
㈯
ま
で
開
催
。

プ
ロ
レ
プ
リ
カ
製
作
所
、
カ
エ
ル
工

房
に
よ
る
両
生
・
は
虫
類
を
中
心
と

有

料

広
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米
子
水
鳥
公
園

し
た
本
物
そ
っ
く
り
の
レ
プ
リ
カ
を

展
示
し
ま
す
。
質
の
高
い
作
品
を

じ
っ
く
り
と
ご
覧
く
だ
さ
い
。
カ
エ

ル
工
房
作
の
グ
ッ
ズ
も
販
売
し
ま

す
。

●
い
ず
れ
も
、
会
場
・
集
合
は
水
鳥

公
園
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

●
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
に
は
入
館
料

（
高
校
生
～
69
歳
300
円
）
が
必
要
。

開
館
時
間

平
日
／
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

30
分
、
土
・
日
・
祝
日
／
午
前
７
時

～
午
後
５
時
30
分

今
月
の
休
園
日
　
毎
週
火
曜
日

年
始
の
開
館
に
つ
い
て

１
日
㈮
～
３
日
㈰
臨
時
開
館
、
４
日

㈪
以
降
は
通
常
開
館

※
臨
時
開
館
は
午
前
８
時
～
午
後
５

時
。
元
旦
の
み
午
前
７
時
開
館
。

◆
民
話
の
へ
や
（
共
催
：
ほ
う
き
民

話
の
会
）

17
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～
午
後
２
時

20
分
、
２
階
「
い
ろ
り
の
間
」、
民

話
４
話
（
蟹
の
ふ
ん
ど
し
・
旅
人
馬
・

行
者
さ
ん
の
源
平
ぎ
つ
ね
・
歳
徳
さ

ん
の
始
ま
り
）、
民
話
ひ
と
く
ち
解

説
：
酒さ

か

井い

董た
だ
よ
し美
さ
ん

今
月
の
休
館
日　

毎
週
火
曜
日
、
年

始
休
日
（
１
日
㈮
～
３
日
㈰
）

開
館
時
間

午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時



◆
考
古
学
教
室
「
さ
わ
っ
て
学
ぶ
考

古
学　

～
古
代
瓦
・
近
世
瓦
～
」

山
陰
歴
史
館
の
収
蔵
品
を
用
い
て
自

分
で
実
物
資
料
に
触
れ
な
が
ら
考
古

学
を
学
び
ま
す
。

30
日
㈯
午
前
10
時
～
正
午
、
研
修

室
、
参
加
費
500
円
、
定
員
10
人
。
９

日
㈯
申
込
受
付
開
始
。
申
込
、
問
い

合
わ
せ
は
、
山
陰
歴
史
館
（
☎
22
―

７
１
６
１
）
ま
で
。
作
業
し
や
す
い

服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

今
月
の
休
館
日　

毎
週
火
曜
日
、
年

始
休
日
（
１
日
㈮
～
３
日
㈰
）

開
館
時
間

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

◆
平
成
21
年
度
米
子
市
美
術
館
特
別

展
「
ネ
オ
テ
ニ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン　

高

橋
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

現
代
美
術
の
コ
レ
ク
タ
ー
で
精
神
科

医
の
高
橋
龍
太
郎
氏
が
収
集
し
た
作

品
か
ら
、「neoteny

（
幼
形
成
熟

の
意
）」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
奈な

ら良

美よ
し

智と
も

、
村む

ら

上か
み

隆た
か
し

な
ど

国
際
的
に

活
躍
す
る

ア
ー
テ
ィ

ス
ト
か
ら

若
手
作
家

ま
で
35
人
、
約
90
点
の
作
品
を
展
示

し
て
い
ま
す
。

会
期
：
２
月
11
日
㈭
㈷
ま
で

［
毎
週
水
曜
日
、
年
末
年
始
は
休
館
。

２
月
10
日
㈬
は
特
別
開
館
］

観
覧
料
：
一
般
900　

円
、
高
校
・
大

学
生
600　

円
、
小
・
中
学
生
300　

円

※
（　）
内
は
15
人
以
上
の
団
体
、
70
歳

以
上
の
方
、
障
が
い
の
あ
る
方（
付

添
い
１
人
含
む
）の
料
金

◆
関
連
事
業

▼
山
口
晃
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ト
ー
ク

17
日
㈰
午
後
２
時 

～
（
午
後
１
時

30
分
開
場
）、
会
場
：
市
立
図
書
館

２
階
大
会
議
室
、
定
員
150
人
、
事
前

申
込
不
要
、
参
加
費
無
料
（
要
特
別

展
観
覧
券
／
半
券
で
も
可
）

▼
秋
山
さ
や
か
（
本
展
出
品
作
家
）

に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

24
日
㈰
、
会
場
：
児
童
文
化
セ
ン

タ
ー
定
員
20
人
、
要
事
前
申
込
。

開
館
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

今
月
の
休
館
日　

毎
週
水
曜
日
、
年

始
休
日
（
１
日
㈮
～
３
日
㈰
）

◆
つ
つ
じ
読
書
会

９
日
㈯
午
後
２
時
、
特
設
文
庫
室
、

「
や
ん
ご
と
な
き
読
者
」ア
ラ
ン
・
ベ

ネ
ッ
ト
著　
市
川
恵
理
訳（
白
水
社
）。

◆
楽
し
く
漢
文
に
学
ぶ
会

10
日
㈰
午
後
１
時
30
分
、
特
設
文
庫

室
、『
論
語
新
釈
』
宇う

の野
哲て

つ

人と

著
（
講

談
社
学
術
文
庫
）「
為い

政せ
い

篇
」。

有

料

広

告

◆
お
は
な
し
会

毎
週
木
曜
日
（
協
力
：
ほ
し
の
ぎ
ん

か
）・
15
日
㈮
（
協
力
：
火
曜
の
会
）。

午
前
10
時
40
分
～
11
時
30
分
・
親
子

読
書
コ
ー
ナ
ー
・
紙
芝
居
、
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
、
わ
ら
べ
う
た
、
パ
ネ

ル
シ
ア
タ
ー
な
ど
。

◆
伯
耆
文
化
研
究
会
１
月
例
会

16
日
㈯
午
後
１
時
30
分
、大
会
議
室
、

発
表
者
：
高た

か
は
し橋
章し

ょ
う
じ司
さ
ん
、
国く

に

田だ

俊と
し

雄お

さ
ん

◆
古
文
書
研
究
会

30
日
㈯ 
午
後
１
時
30
分
、「
新
修
米

子
市
史　

近
世
」関
連
史
料
を
読
む
、

大
会
議
室
、
講
師
：
山や

ま
ふ
じ
り
ょ
う
じ

藤
良
治
さ
ん

◆
職
業
生
活
設
計
セ
ミ
ナ
ー（
原
則
事

前
申
込
）

19
日
㈫
午
後
１
時
～
午
後
２
時
30

分
、
大
会
議
室
、「
人
間
関
係
を
深

め
る
魅
力
的
な
話
し
方
・
聞
き
方
」、

㈳
鳥
取
県
高
齢
・
障
害
者
雇
用
促
進

協
会
（
☎
0857
―
32
―
8261
）
ま
で
。

◆
ビ
ジ
ネ
ス
支
援

「
特
許
等
相
談
会（
要
事
前
申
込
）」

12
日
㈫
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30

分
、
特
設
文
庫
室
。

「
特
許
情
報
相
談
会（
要
事
前
申
込
）」

26
日
㈫
午
前
10
時
30
分
～
午
後
４

時
、
特
設
文
庫
室
、
㈳
発
明
協
会
鳥

取
県
支
部
（
☎
0857
―
52
―
6728
）
ま
で
。

◆
環
日
本
海
連
携
講
座　
第
１
回

23
日
㈯
午
後
２
時
～
、
講
師
：
藤ふ

じ

井い

浩こ
う

基き

さ
ん
（
島
根
大
学
教
育
学
部
准

教
授
）、
演
題
（
第
１
回
）「
唱
歌
と

童
謡
を
め
ぐ
る
日
韓
の
近
現
代
」

◆
展
示
「
知
っ
て
い
ま
す
か
則の

り
た
け
か
ず

武
三

雄お

」
米
子
出
身
の
詩
人
・
則
武
三
雄
の
生

涯
を
写
真
と
著
作
で
紹
介
し
ま
す
。

期
間
３
月
ま
で
。

開
館
時
間

午
前
10
時
～
午
後
６
時

今
月
の
休
館
日　

毎
週
月
曜
日
、
31

日（
月
末
資
料
整
理
）、年
始
休
日（
１

日
㈮
～
３
日
㈰
）

この冬、米子市文化ホールが贈るBIG
イベント !　米子のダンスの祭典「ダ
ンス・フェス１」を開催します。米子
市とその近郊のスタジオ、教室、学校、
公民館などから約30グループが集結。
ジャンルはストリート、フリースタイ

ル、HipHop、フラダンス、
フラメンコ、ボールルー
ムダンス、バレエ、チア
などなど。ぜひ会場でお
楽しみください。

なお、前日にワークショッ
プも開催予定。くわしくは
お問い合わせください。
と き　２月14日（日）
　　　　午後２時～
ところ　米子市文化ホールメインホール
入場料　500円
問い合わせ　米子市文化ホール
　　　　　　（☎３５－４１７１）



１月に見られる水鳥公園の生きものたち
マガン、コハクチョウ、キンクロハジロなどのカモ類、オオタカなどのタカ類、ツグミな
どの小鳥類。

新米子の文化財
「収穫された秋の恵み」　　石

いしざ ら

皿・磨
すりい し

石　目
め ぐ み

久美遺跡出土

　皆さんは子供の頃、色づく秋の木々の下
もと

でドングリや椎
しい

の実を拾い集めた思
い出がありませんか。縄文時代に生きた私達の祖先にとって、秋の木の実拾い
は生活していくための大切な仕事の一つでした。ドングリやクルミ、トチなど
の堅

けん

果
か

類
るい

は保存がきき、デンプン質でカロリーも高いことから、貴重な食糧と
して集められていたようです。
　米子駅の南に位置する目久美遺跡では、今から 5000年前～ 4000年前の縄文時
代中期の人々がドングリを蓄えるために使用した深さ 60センチ程の貯蔵用の穴
が 48基も発見されています。また同時に、石皿と磨

すりいし

石と呼ばれる石の道具も出土しました。石皿は、中央に浅
いくぼみを持つ厚さ約７センチ、縦25センチ、横30センチの台形状の形をしており、磨石は、直径11センチの

球状をしています。これらは、アク抜きをしたドングリなどの木の実をすり潰
つぶ

し
て粉にするために使用されていました。製粉したものをこねて、焼いたり蒸した
りして食べていたと考えられています。
　それにしても、これだけ多くの貯蔵庫を一杯にする木の実を拾い集めるのは大
変だったでしょう。米子駅の南に広がる山々で、村人が総出でドングリを拾って
いる光景は秋の風物詩だったかも知れませんね。
　この目久美遺跡出土の石皿・磨石は、福市考古資料館で展示しています。

■問い合わせ　文化課（☎２３－５４３８）

■編集発行／米子市企画部秘書広報課／〒 683-8686 米子市加茂町１－１／☎２３－５３７２
　Ｅメール kouhou@yonago-city.jp　■毎月１日発行　■印刷／今井印刷株式会社

　日本を代表する花といえばなんでしょうか ? 日本の国の花といえば、桜や菊を思い浮かべる方も多いと思います。今日
ご紹介するヤブツバキも、日本を代表する植物の１つです。まず代表格のヤブツバキは、学名がカメリア・ジャポニカといっ
て、まさに日本という名前が入っています。また、日本の原生林である照
葉林は、ヤブツバキクラスといって、ヤブツバキが林を代表する種となっ
ています。確かに、冬の平野部の森に入ると、どこに行っても赤い花が森
の中で目立っています。
　しかし、皆さんは不思議に思いませんか ? ツバキは、冬に花をつけて秋
に丸い実をつけるのですが、実をつけるための花粉はだれが運んでいるので
しょう ? ふつう、花弁をつける植物は、昆虫に花粉を運んでもらうのです
が、ツバキの花の咲く季節の冬には昆虫がほとんどいません。いったいど
うやって花粉を運んでいるのか、ずっと不思議に思っていました。ところが、
怪
け が

我をしたヒヨドリが、公園へ持ち込まれたとき、あることに気づきました。
鳥のくちばしの周りに黄色いツバキの花粉がたくさん付いているのです。ツバキは、昆虫のいない冬の時期、蜜を吸いに
きた鳥に花粉を運ばせていたのです。
　それ以来私は、園内でツバキの花が咲いていると、ちょっと立ち止まって、鳥がとまっていないか観察するようになり
ました。すると、メジロやヒヨドリがツバキの花に集まっているのを見つけることができるようになりました。皆さんも、
お宅にツバキやサザンカの花があったら、小鳥が来ていないか見てください。冬の庭の小さなお客さんに出会えるかもし
れません。

水鳥公園指導員　神
か み や

谷　要
かなめ

米子市の人口と世帯数　平成21年12月1日現在（住民基本台帳登録者数と外国人登録者数の合計）　　※（　）内は前月比

人口 150,507人 ( ＋84人)　男性 71,420人 ( ＋57人)　女性 79,087人 ( ＋27人)　世帯数 62,555世帯 ( ＋70世帯)

水鳥公園からのたより

ヤブツバキ


